
リスキリングの拠点「やまなしキャリ
アアップ・ユニバーシティ」が開講しま
した。詳しくはP8をご覧ください。

【巻頭】
令和6年度当初予算 県民生活の強靱化を強力に推進
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●応募先
山梨県広聴広報グループ
「ふれあい読者プレゼント」係
〒400-8501甲府市丸の内1-6-1
［応募フォームはこちら］https://forms.office.com/r/6CFYdkLG83

ここから下の段は広告です。広告の内容については、広告主にお問い合わせください。

●アンケート
問1：今号の中で最も関心を持った内容とその理由は?
問2：あなたにとって「豊かさ」とは何ですか?
※いただいたご意見の一部を紹介させていただくことがあります。

●締め切り
4月30日（火）（当日消印有効）
賞品の発送をもって、当選発表に代えさせていただきます。個人情報は
賞品の発送のほか、県からのお知らせなどのために、使用させていただ
くことがあります。

次の①～⑤とアンケートにご回答ください。応募は「はがき」ま
たは「応募フォーム」でお願いします。
①郵便番号 ②住所 ③氏名 ④年齢 ⑤電話番号

アンケートに答えて応募しよう!

「おいしい未来へ  やまなし」については、
県ホームページをご覧ください。

「カリカリうめ（1袋）」抽選で10名の方に！
おいしい未来へ  やまなし

スマートフォンで「ふれあい」をもっと身近に

スマートフォン専用サイト
「ふれあい」の誌面をスマートフォン専用の
ウェブサイトでもご覧いただけます。言語切
り替えが可能で、ページが縦と横にスク
ロール表示されるので、スマートフォンで読
みやすくなっています。

「ふれあい」の誌面をパソコン、スマートフォン、タブレットでそのまま
ご覧いただけます。

《FUREAI》 杂志的电子版可以在智能手机或者平板电脑客户端阅览。

〈中国語・簡〉

You can now read pages from Fureai directly on your
smartphone,tablet, and other devices.〈英語〉

多言語翻訳や音声読み上げに対応したデジタルブック

カタログポケット

県ホームページ FacebookLINE X（旧Twitter） YouTube 広報番組

県政情報発信中！

商品提供：みさき食品

ハイクオリティやまなしやまなし in depth
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　令和5年度は県民生活の生活基盤を強く安心なものとする「ふるさと強靱化」と、国内外に開かれることで富を呼び込む「『開の
国』づくり」の2つを柱に、多くの施策を具体化し実行してきました。
令和6年度はこれを加速・充実させ、全県民の手に豊かさをもれなく届ける「豊かさ共創社会」の実現に向け、これらの成果を

いよいよ県民の皆さんに還元していきます。

「ふるさと強靱化」と「『開の国』づくり」の取り組みを加速・充実ポイント1

よ
く
わ
か
る

県民生活強靱化予算
～「いま」必要なことから「将来」世代の豊かさまでを創造する～

令
和
6
年
度
当
初
予
算

3月4日時点での情報を基に作成しています。

県
は
令
和
6
年
4
月
か
ら
の
1
年
間
、ど
ん
な
こ
と
に
い
く
ら

お
金
を
使
う
の
か
。そ
の
計
画
を
示
し
た
令
和
6
年
度
当
初
予
算
案

を
2
月
定
例
議
会
に
提
出
し
ま
し
た
。

「
ふ
る
さ
と
強
靱
化
」と「『
開
の
国
』づ
く
り
」に
向
け
た
取
り
組

み
を
着
実
に
実
行
し
、そ
の
成
果
を
県
民
の
皆
さ
ん
に
還
元
す
る
と

と
も
に
、災
害
や
経
済
・社
会
情
勢
の
変
化
に
も
柔
軟
に
対
応
で
き

る「
県
民
生
活
の
強
靱
化
」を
し
っ
か
り
進
め
る
た
め
の
予
算
を
組

み
ま
し
た
。

（単位：億円） （単位：億円）

地方公共団体が一定の行政サ-ビスを提供でき
るよう、財源が不足する団体に国が配分するお金
県民税や事業税など、県に納められる税金
県税の延滞金や預金利子、県からの貸付金の
元利償還金など、他の収入科目に含まれない収入
特定の事業の財源として国が交付するお金
公共施設や道路の整備などの資金を調達するため、
県が国や銀行などから長期にわたり借り入れるお金

地 方 交 付 税

県 税
諸 収 入

国 庫 支 出 金
県 債

県立学校の運営や整備などに使うお金
商業や工業の振興などに使うお金
県債の返済に使うお金
道路の整備や河川の改修などに使うお金
社会福祉や児童福祉などの事業に使うお金
犯罪や交通事故の防止などに使うお金
農業、林業、水産業の振興などに使うお金
健康増進や疾病予防、環境保全などに使うお金

教 育 費
商 工 費
公 債 費
土 木 費
民 生 費
警 察 費
農林水産業費
衛 生 費

地方交付税
1,361
（26.5%）

諸収入
937

（18.2%）

県税
966

（18.8%）

国庫支出金
499

（9.7%）

県債
492

（9.6%）

その他収入
890

（17.2%）

商工費
789

（15.3%）

教育費
898

（17.4%）

公債費
704

（13.7%）
土木費
688

（13.4%）

民生費
614

（11.9%）

警察費
251（4.9%）

農林水産業費
231（4.5%）

その他支出  414（8.0%）

予算のポイント

　令和6年1月に発生した能登半島地震を教訓に、県民の生命と財産を守るため防災・減災対策を拡充します。このほか、将
来世代へ先送りのできない人口減少危機、DXの推進や新たなチャレンジなど喫緊の課題に対応する事業に積極的に予算を
配分しています。その一方で、既存事業の見直しにより約10億6千万円を削減するなど、メリハリのある予算編成を行いました。

防災・減災対策、人口減少危機対策、DXの推進、新たな挑戦への支援強化ポイント2

　積極的に事業を展開する中でも、財政の健全性はしっかり確保しています。
　最小の県負担で最大の効果を上げられるよう、国の補助金や将来の県負担が少ない有利な地方債を活用するなどの工夫をし
ました。その結果、県債（県の借金）予算のうち国が将来負担する割合（地方交付税措置率）は42%と対前年比で6ポイント増え、
また実質的に県が負担する県債残高（防災・減災分除く）は5年連続で減少しました。さらに、地方財政の健全性を示す自主財源
比率（県が自ら収入を確保する率）は51%と、2年連続で増加しています。

財政の健全性・持続可能性の確保ポイント3

一般会計当初予算額  5,145億円

実質的県負担県債等残高（防災・減災分除く）

予算額 うち地方交付税措置額 地方交付税措置率

4,500

4,600

R1（実績）

5,009

R2（実績）

4,993

R3（実績）

4,831

R4（実績）

4,687

R5（見込）

4,534

R6（見込）

4,532

4,700

4,800

4,900

5,000

5,100
（億円）

5年連続減少

6ポイント増

歳出
5,145億円

歳 入
5,145億円

総務費
373（7.3%）

衛生費 183（3.6%）

記者会見で令和6年度当初予算案を説明する長崎知事

県債（臨財債を除く）の予算額と地方交付税措置
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35%

（億円）

R2 R3 R4

405 366 393 473

172
R5.6

485

205
R6

139 118 143

34% 32%
36% 36%

42%

自主財源 依存財源 自主財源比率

自主財源確保の状況と推移
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40%
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か
い

R2

2,013

44%

4,577

R3

2,588

49%

5,291

R4

2,535

46%

5,467

R5.6

2,591

47%

5,505

R6

2,603

51%

5,145

県が自ら収入を確保する
自主財源の比率

2年連続の増加

令和6年度当初予算
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　皆
さ
ん
に
と
っ
て
の
「
豊
か
さ
」
と
は
何
で
し
ょ
う
。
お
金
や
時
間
、充
実
し
た
仕
事
、家
族
と
の
生
活
な
ど
、

人
そ
れ
ぞ
れ
求
め
る
も
の
は
違
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
本
県
が
目
指
す
の
は
「
県
民
の
皆
さ
ん
が
一
人
一
人

異
な
る
幸
福
を
得
る
た
め
に
、
自
分
の
道
を
選
び
、
歩
み
を
進
め
て
い
け
る
社
会
」
で
す
。

　「ふ
る
さ
と
強
靱
化
」
で
は
、
皆
さ
ん
の
自
由
な
選
択
が
妨
げ
ら
れ
な
い
社
会
を
つ
く
る
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。
自
然
災
害
の
脅
威
は
も
ち
ろ
ん
、
経
済
的
な
不
安
定
さ
や
親
の
介
護
、
保
育
・
教
育
費
の
負
担
な
ど
、

生
活
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
や
リ
ス
ク
を
取
り
除
き
、
安
心
し
て
生
活
や
仕
事
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

県
民
生
活
や
県
内
経
済
を

強
く
安
心
で
き
る
社
会
へ

ふ
る
さ
と
強
靱
化

　研修を受講してデジタルスキルを身に付けた大学生が、中高
生へのDX指導・育成に加え、県内中小企業のDX課題に対し
て人工知能（AI）などを活用しながらそれぞれのニーズに合った
解決策を提案・提供することで、地域内の人材育成と中小企
業のDX支援を行う「DX人材育成エコシステム」を構築しま
す。
　これにより、中小企業などの実情やニーズに合った「普段使
い」できるサービスを提供する「地域内発型DX」を実現し、県内
経済を活性化できるよう、中小企業のDXをさらに加速させてい
きます。

主役は大学生！ 
中小企業のDXを加速

　働き手のリスキリングを支援する拠点「やまなしキャリアアッ
プ・ユニバーシティ（CUU）」の講座をさらに充実させ、企業
の生産性向上や社員の賃金アップに取り組みます。
　地域経済を持続的に成長させるためには、働き手一人一人の
能力を高めていくことが大切です。県は1月、リスキリングに関する
サービス、講座情報の周知、講座の運営、相談支援などを一元
的に提供するCUUを開講し、企業の人材育成をサポートしてい
ます。働き手のスキルアップが企業の成長を推し進め、働き手の
賃金アップへつながる。こうした「豊かさ共創の好循環」を生み出
すことにより、県民の皆さんの豊かさへとつなげていきます。

豊かさ共創
スキルアップから賃金アップへ

　若い世代に向けて、将来の妊娠・出産をイメージし、自
分の健康や生活に向き合う「プレコンセプションケア」に
関するセミナーや健診を実施します。また、女性の多様な
キャリア形成やライフプランを応援するため、保険適用外
となっている卵子凍結費用を助成します。さらに、将来の
教育費負担への不安を払拭するため、私立高校などに通
う第3子以降の生徒について、授業料の実質無償化を図
ります。
　県民の皆さんと、人口減少に関する現状や課題など危
機感を共有し、本県の目指すべき将来像（人口ビジョン）に
ついて、さまざまな知恵の集積によって「集合知」を発揮でき
るよう、県民各地で意見交換の場を設けます。現行の人口
ビジョンを、県民総参加で創る「人口ビジョン2.0」に進化
させ、人口減少危機突破を県民運動へと高めていきます。

人口減少危機突破に向け実行フェーズへシフト
妊娠・出産を意識したライフプランづくりを支援

　能登半島地震は決して対岸の火事ではなく、教訓として本県の施策に
生かしていく必要があります。
　石川県珠洲市などで木造住宅の倒壊が多発し、改めて建物の耐震化
の重要性が認識されました。そこで県は、自己負担なしで耐震改修できる
よう市町村と協力し、補助上限額を125万円まで引き上げ、上限までは
全額補助します。山梨県内の耐震化率は8割を超えていますが、高額な
改修費用などがハードルとなり、未だ約4万戸が倒壊のリスクにさらされて
います。耐震化をすれば、万が一大規模な地震が発生しても、ご自身やご
家族を危険から遠ざけることができます。
　発災時に迅速かつ安定的・効率的に情報収集・共有を行うことも重
要であることから、既存の伝達システムに加え、新たに人工衛星を利用し
たインターネットサービス「スターリンク」を導入します。　
　また、防災・減災対策に資するインフラ整備に重点を置き、中部横断
自動車道長坂―八千穂間や県内幹線道路網の整備などにより、海と空
に開かれた「開の国」の実現を図るとともに、河川の改修や浚渫をはじめ
とした流域治水対策など、事前防災対策を充実していきます。
　さらに、能登半島地震で停電が長期化したことを踏まえ、太陽光発電
などの再エネを活用してエネルギーの自給自足を行う「地域マイクログ
リッド」の構築を促進します。
　こうした強靱化対策にしっかりと取り組み、誰もが安心して暮らすことが
できる「災害に強いふるさと」をつくり上げていきます。

木造住宅耐震化促進など
防災減災対策を強化

　現在、富士・東部地域では重度の障害のある方が利用で
きるサービスなどが不足しています。そこで、令和7年度分の
入所施設などの整備に対して補助率を引き上げ、民間法人
による早期開設を促進します。今年度は開設する事業者の
選定を行います。また、医療機関が開設する医療型短期入所
施設への介護ヘルパーの派遣や医療的ケア児支援セン
ターのサテライト設置を行います。併せて、入所施設などの
開設までの間にも、都内のグループホームを利用する際の家
賃補助などの暫定的な措置を手厚く講じることにより、本人や
家族の負担を極力軽減します。
　サービスの地域偏在を解消し、障害のある方やその家族が
より安心して生活できる環境を県内全域で整えていきます。

重度障害者向けサービスの
地域偏在を解消

　今後も成長が見込まれる医療機器関連分野では、工場を
持たず開発のみを行う企業と県内機械電子関連企業との
マッチングを強化し、製造に特化したいわゆる「ファウンド
リー」の医療機器版を地域全体で目指します。また、世界最
大の市場を持つ米国への進出を促します。
　水素・燃料電池分野では事業化につながる人材を養成す
るための専門コースを開設するなど、県内企業が参入できる
土壌を醸成していきます。
　さらに、新たな挑戦として、今後市場の拡大が見込まれる
航空・宇宙・防衛関連産業への県内企業の参入を支援します。
　成長分野への参入は県内企業の安定した成長や収益の
獲得につながります。県民の皆さんが将来の見通しに確信を
持ち、安心できる社会の実現を目指していきます。

地域経済が安定成長する
体質を獲得

　富士山の抱える多様な課題を解決するため、5合目での登
山規制やシェルター設置、富士山信仰・御師文化を支える
伝統的登山の復興に向けた調査研究を行います。
　世界遺産登録時に課された宿題の一つ「人が多い」。これ
を解決することは県の使命です。令和6年度は登山者数の管
理や安全確保に全力で取り組みます。また、県施設の利用
料として、登山者一人当たり2000円を徴収し、富士山の総
合安全対策の財源として活用します。こうした取り組みによ
り、世界の宝である富士山を未来の世代へしっかり引き継い
でいきます。

富士山の総合安全対策

　トラックドライバーの負担を軽減するため「置き配」やゆとり
ある配送日時の指定など、再配達削減に向けた普及啓発
を行います。また置き配を促進する条例の制定や宅配ボック
ス設置への補助制度の創設を検討していきます。
　4月から始まるトラックドライバーの時間外労働の上限規制
に伴い、物流の停滞が危惧される「2024年問題」。何もせず
に放置すると、これまで通り荷物が運べなくなる恐れがありま
す。物流は皆さんの生活や企業の活動を支える重要な社会イ
ンフラです。再配達削減に向けた取り組みを支援することで、
安定した物流の実現を目指していきます。

物流の2024年問題への対応

しゅんせつ

令和6年度当初予算
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本
県
が
目
指
す
「
県
民
の
皆
さ
ん
が
一
人
一
人
異
な
る
幸
福
を
得
る
た
め
に
、
自
分
の
道
を
選
び
、
歩
み
を

進
め
て
い
け
る
社
会
」。
も
し
も
、
自
分
の
選
ぶ
道
に
多
彩
な
選
択
肢
が
あ
っ
た
ら
、
よ
り
豊
か
な
暮
ら
し
を
選

べ
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
た
め
に
県
は
、
全
国
、
そ
し
て
世
界
と
つ
な
が
り
交
流
を
深
め
ま
す
。
そ
れ
は
例
え
ば
道
路
の
開
通
で

あ
っ
た
り
、
ま
た
人
々
が
集
う
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
り
。
多
様
な
背
景
を
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
集

い
、
互
い
の
個
性
を
尊
重
し
な
が
ら
交
流
す
る
こ
と
で
「
集
合
知
」
が
発
揮
さ
れ
、
よ
り
良
い
選
択
肢
を
増
や

す
こ
と
に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。
県
は
で
き
る
限
り
多
く
の
、
多
彩
で
豊
か
な
選
択
肢
を
県
民
の
皆
さ
ん
に
提

供
し
ま
す
。

県
民
全
て
の
可
能
性
に
道
を
拓
く

開
の
国
づ
く
り

　食の分野では、食材のマッチングや技術向上セミナーの開催、顧客獲得
機会の提供などを通じて、若手シェフの新たな挑戦を応援します。そして、
シェフが活躍する姿をPRし「若手シェフが夢を叶え成長する場所」として
山梨のブランドイメージを高めていきます。
　他にも、観光分野では、観光事業者が連携して地域の魅力の向上に挑戦
する際の事業経費を補助します。産業分野では、テストベッドの聖地化を目指
し、これまでもスタートアップ企業などの本県をフィールドにした実証実験を支
援してきましたが、令和6年度から
は、県内でのいち早い社会実装
も支援していきます。
県は、事業分野や事業ステー

ジを問わず、新たな価値の創出に
向けた挑戦を全力で応援していき
ます。食や観光、産業など、多彩な
分野での事業創出は若者の転
入や雇用拡大につながり、地域
経済を活性化させる大きな原動
力となります。

新たな挑戦を支援
食・観光・スタートアップなど幅広い分野で

富士北麓地域の実情把握や経済・交通・観光の将来予測などの調査を
実施し、この地域の観光の在り方を中心とした新たなビジョンを策定します。同
時に富士山登山鉄道の調査・検討を継続し、LRT以外の交通手段との比
較検討も改めて実施します。

100年先を見据えた富士北麓地域のグランドデザインを描きながら、富士山に
ふさわしい観光エコシステムの実現に向けた検討を進め、地域の高付加価値化
を目指します。
こうした取り組みは富士北麓地域にとどめることなく、県内各地に展開していき

ます。
　八ケ岳周辺では、小淵沢地域の振興に向けて、北杜市や民間企業などととも
に振興検討委員会を立ち上げ、自然や文化・芸術などを活用した地域振興を
図ります。峡南地域では、中部横断自動車道の利用者拡大が見込まれるため、
道の駅富士川を活用して地域のブランド価値をPRし、消費の拡大や滞在時
間を伸ばす仕掛けづくりを進めます。甲府地域では、盆地を一望できる眺望と豊
かな自然を併せ持つ「武田の杜」の価値を磨き上げ、近隣の観光資源との相
乗効果を生み出す方策を検討していきます。

富士北麓地域をはじめ
県内各地の高付加価値化

　介護の人手不足を解消するとともに、外国人が活躍しやすい
環境づくりに向けて、介護施設への就職を目指し日本語学校な
どで学ぶ外国人留学生への奨学金制度や、特定技能制度な
どにより介護職に就労する外国人を対象としたキャリアアップ
認証制度を創設します。
また、介護分野に限らず、本県で働くベトナム人の方が安心し
て働けるよう、現地の保険会社と連携して、母国のご家族を医
療面で支える保険制度を構築します。
　国籍を問わず誰もが安心
して暮らせる環境を整えるこ
とは、それぞれの個性や能力
を十分に発揮し活躍できる
共生社会の実現につながり
ます。そして、本県には多様
な人材が集まり、問題解決
に向けて知恵を出し合うこと
で持続的に成長していける
地域になることでしょう。

外国人に「選ばれる」山梨へ
安心して働ける環境づくり

レンタカー事業者などと連携し外国人観光客の周遊観
光を促します。また、デザイナーと連携した付加価値の高い
お土産品の開発を支援するとともに、ムスリムやヴィーガン
の方々が安心して食品を購入できるよう、専門家による指
導や本県独自の食品認証制度創設を行います。
　国内外から人が集まり、地域に活力を生み出す観光振興
は、世界との交流を深める「『開の国』づくり」の鍵となります。
国内外の観光客が安心して長く滞在できる環境を整えること
で観光消費額を増加させ、観光事業者の収益向上や県民の
豊かさへとつなげていきます。

観光客の滞在時間を増やし
交流を生み出す

経験値に依存していた農家の匠の技を数値化し共有す
る「データ農業」を推進し、農産物の高品質・安定生産に取
り組みます。また、県オリジナル品種のブドウ「サンシャイン
レッド」や赤ワイン用ブドウ「ソワノワール」などの早期産地化
に向け、苗木の生産や供給に取り組みます。そのほか、花きの
生産振興を図るため、今年1月に協定を締結した卸売大手の
株式会社大田花きと連携し、商品価値が高い良質な花きの
供給に取り組みます。
　県は、生産だけでなく流通・販売の高度化を図る取り組み
を一体的に進め、県産農畜水産物のブランド価値を高めてい
きます。このような取り組みが実を結んだ将来の山梨は、価格
のみの競争から抜け出し「山梨県産の○○だから」という理由
で選ばれる県になっていることでしょう。

生産・流通・販売の三位一体の
取り組みによるブランド価値の向上

きめ細かな質の高い教育を実現するため、令和3年度に小
学1年生から導入してきた25人の少人数学級を、令和6年度
からは4年生へ拡大します。併せて導入の効果などを検証し、
中学生との接続も見据えながら、5年生以降の少人数教育
の在り方についても検討を進めていきます。
　児童一人一人に先生の目を届きやすくすることは、子ども
の可能性を最大限に伸ばし、夢や希望の実現に向かうことに
つながります。将来、地域の課題解決に役立つだけでなく世
界に貢献する、本県の未来を担う人材を育てる環境づくりを
進めていきます。
また、25人学級の影響が及ばない小規模校においても、
イエナプラン教育のような、学年を横断して学び合ったり、
子どもが学習内容・方法を自分で決めて学んだりする子ど
も主体の教育活動を推進します。

25人学級 小学4年生にも

令和6年度当初予算
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プ
を
望
む
も
の
の
「
ど
こ
で
学
ん
で
も
ら

え
ば
い
い
ん
だ
ろ
う
」「
ど
の
よ
う
な
講
座

が
あ
る
ん
だ
ろ
う
」
と
悩
ん
で
い
る
経
営

者
の
方
々
の
役
に
立
ち
ま
す
。
情
報
提
供

に
と
ど
ま
ら
ず
、
専
門
的
な
知
識
や
ス
キ

ル
を
習
得
で
き
る
独
自
の
講
座
を
開
催
。

と
し
て
還
元
（
賃
金
ア
ッ
プ
）
さ
れ
ま
す
。

県
は
こ
れ
を
「
ス
リ
ー
ア
ッ
プ
の
好
循
環
」

と
名
付
け
、
多
く
の
県
内
企
業
に
参
画
を

促
し
て
い
ま
す
。

　
ス
リ
ー
ア
ッ
プ
が
県
内
に
浸
透
す
る
と
、

優
れ
た
能
力
を
持
っ
た
人
材
が
増
え
、
そ

の
よ
う
な
人
材
を
抱
え
る
企
業
は
成
長
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
、
働
き
手
の
賃
金
上

昇
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
企
業
も

人
も
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
し
た
収
益
・

収
入
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
企
業
は

設
備
投
資
や
人
材
投
資
に
積
極
的
に
な
り
、

働
き
手
は
安
心
し
て
家
庭
を
築
き
、
子
を

産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
こ
う
し
て
本
県
は
、
県
内
経
済
が

発
展
し
県
民
が
豊
か
さ
を
実
感
す
る
、
魅

力
的
な
地
と
な
り
ま
す
。

　
働
き
手
は
「
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
賃
金
の

向
上
に
つ
な
が
る
の
だ
ろ
う
か
」、
経
営
層

は
「
従
業
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
会
社
の

課
題
解
決
・
成
長
に
ど
の
よ
う
に
生
か
さ

れ
る
の
だ
ろ
う
か
」
な
ど
と
、
先
が
見
通

せ
な
い
こ
と
で
ス
リ
ー
ア
ッ
プ
に
取
り
組

む
こ
と
を
躊
躇
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
県
は
、
働
き
手
に
対
し
て

は
「
個
々
の
能
力
が
上
が
れ
ば
企
業
は
賃

金
を
上
げ
て
く
れ
ま
す
よ
。
経
営
者
も
応

援
し
て
く
れ
る
の
で
安
心
し
て
く
だ
さ

い
」、
経
営
層
に
対
し
て
は
「
従
業
員
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
が
事
業
に
生
か
さ
れ
る
よ
う

支
援
し
ま
す
よ
。
賃
上
げ
な
ど
に
取
り
組

め
ば
優
遇
措
置
も
用
意
し
て
い
ま
す
よ
」

と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
一
歩
を
踏
み
出
せ
る
よ

う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

賃
金
ア
ッ
プ
を
含
め
た
ス
リ
ー
ア
ッ
プ
に

取
り
組
む
こ
と
を
企
業
に
宣
言
し
て
も
ら

い
、
そ
の
企
業
に
対
し
、
経
営
に
有
利
な

補
助
金
や
融
資
制
度
を
活
用
で
き
る
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。

　
従
業
員
と
経
営
層
（
労
使
）
が
手
を
取

り
合
い
同
じ
方
向
を
向
い
て
収
益
ア
ッ
プ
・

賃
金
ア
ッ
プ
に
取
り
組
む
こ
と
も
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
両
者
が
共
通
の
理
解
を

持
つ
場
や
、
従
業
員
の
意
見
や
要
望
を
く

み
取
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

　
リ
ス
キ
リ
ン
グ
と
は
主
に
、
企
業
の
成
長

や
課
題
解
決
の
た
め
、
従
業
員
に
必
要
と
な

る
ス
キ
ル
を
獲
得
し
て
も
ら
う
こ
と
を
指

し
ま
す
。
個
人
が
自
発
的
に
行
う
リ
カ
レ

ン
ト
教
育
（
学
び
直
し
）、
生
涯
学
習
、
自

己
啓
発
な
ど
と
異
な
り
、
企
業
が
主
体
と

な
っ
て
従
業
員
に
対
し
て
行
う
も
の
で
す
。

　
Ｃ
Ｕ
Ｕ
は
、
こ
の
リ
ス
キ
リ
ン
グ
に
関

す
る
講
座
情
報
の
収
集
・
周
知
、
講
座
の

運
営
、
相
談
支
援
な
ど
を
一
元
的
に
提
供

す
る
場
で
す
。

　
Ｃ
Ｕ
Ｕ
で
は
、
県
内
で
提
供
さ
れ
て
い

る
リ
ス
キ
リ
ン
グ
に
役
立
つ
講
座
情
報
を

入
手
で
き
ま
す
。
従
業
員
に
ス
キ
ル
ア
ッ

つ
な
が
り
も
重
視
し
、
対
面
や
オ
ン
ラ
イ

ン
で
交
流
す
る
場
を
用
意
し
て
い
ま
す
。 

　
企
業
の
経
営
者
や
人
事
担
当
者
向
け
に

は
、
課
題
解
決
に
必
要
な
人
物
像
の
提
案
、

従
業
員
の
育
成
計
画
に
つ
い
て
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。

　
県
は
、
全
て
の
県
民
が
互
い
に
価
値
と

豊
か
さ
を
育
み
分
か
ち
合
う
「
豊
か
さ
共

創
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
向
け
た
起
点
と
な
る
の
が
、
働
き

手
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
す
。

　
従
業
員
の
能
力
が
向
上（
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
）

す
る
こ
と
で
生
産
性
が
上
が
り
、
企
業
の
収

益
が
増
加（
収
益
ア
ッ
プ
）し
ま
す
。そ
し
て
、

得
ら
れ
た
利
益
が
企
業
か
ら
従
業
員
へ
賃
金

経
験
豊
富
な
講
師
陣
が
、
実
践
的
な
ス
キ

ル
を
丁
寧
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

　
リ
ス
キ
リ
ン
グ
は
経
営
戦
略
の
一
つ
で

あ
り
、
企
業
が
従
業
員
に
投
資
す
る
こ
と

で
も
た
ら
さ
れ
る
効
果
に
つ
い
て
理
解
を

促
す
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
令
和

６
年
度
に
つ
い
て
は
、
人
材
育
成
の
重
要

性
を
学
ぶ
講
座
を
重
点
的
に
開
講
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
他
の
教
育
研
修
機
関
の

講
座
と
の
連
携
や
、
企
業
と
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
す
る
講
座
を
提
供
し
ま
す
。
今
年

度
か
ら
本
格
稼
働
す
る
Ｃ
Ｕ
Ｕ
に
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

 

　
Ｃ
Ｕ
Ｕ
の
最
大
の
魅
力
は
、
受
講
の
前
後

に
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
講
師
が

伴
走
支
援
す
る
こ
と
で
す
。
キ
ャ
リ
ア
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
は
、
受
講
生
の
職
務
経
験
や
学

び
の
履
歴
、
キ
ャ
リ
ア
に
関
す
る
希
望
な
ど

を
踏
ま
え
な
が
ら
今
後
必
要
と
な
る
ス
キ

ル
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
案
な
ど
を
行
い
ま
す
。

受
講
後
、
講
座
で
学
ん
だ
知
識
と
技
術
が

職
場
で
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
キ
ャ
リ
ア
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
講
師
が
継
続
的
に
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。
ま
た
、
受
講
生
同
士
の

CUUの講座を受講する働き手の方 （々令和6年2月）

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が

伴
走
支
援

　
県
内
で
働
く
方
や
求
職
中
の
方
の
リ
ス
キ
リ
ン
グ
拠
点
「
や
ま
な
し
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
・
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
（
Ｃ
Ｕ
Ｕ
）」
が
今
年
1
月
に
開
講
し
ま
し
た
。 

Ｃ
Ｕ
Ｕ
は
働

き
手
の
皆
さ
ん
が
確
か
な
成
長
を
手
に
入
れ
、企
業
の
課
題
解
決
へ
と
つ
な
が
る
よ
う
、

講
座
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
受
講
の
動
機
付
け
か
ら
修
了
後
の
フ
ォ
ロ
ー
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

　
1
月
か
ら
開
い
た
講
座
に
は
定
員
を
上
回
る
67
名
が
参
加
。
日
頃
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業

で
働
い
て
い
る
方
が
集
い
、
学
び
合
い
、
共
感
し
、
互
い
に
刺
激
を
与
え
な
が
ら
、
共

に
成
長
し
た
仲
間
と
し
て
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。Ｃ
Ｕ
Ｕ
は
、山
梨
の
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー

ン
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
の
出
会
い
・
交
流
の
き
っ
か
け
と
な
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。

豊
か
さ
共
創
社
会
に
向
け
た
学
び
の
場

「
や
ま
な
し
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ・

 

ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
」開
講
！

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
起
点
に
賃
金
増
へ

労
使
共
に
メ
リ
ッ
ト
を

Ｃ
Ｕ
Ｕ
で
リ
ス
キ
リ
ン
グ

労
使
が
共
に
利
益
を
生
み
そ
れ
を
互
い
に

享
受
す
る
関
係
（
共
益
関
係
）
の
構
築
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
足
掛
か
り
に
、

多
く
の
働
き
手
・
企
業
の
皆
さ
ん
に
ス
リ
ー

ア
ッ
プ
の
運
動
に
参
画
い
た
だ
き
、
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
が
業
務
に
生
か
さ
れ
賃
金
上
昇

が
実
現
し
た
事
例
や
、
企
業
の
収
益
増
に

つ
な
が
っ
た
事
例
を
蓄
積
し
周
知
す
る
こ

と
で
、
全
県
へ
波
及
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
Ｃ
Ｕ
Ｕ
開
講
に
至
る
ま
で
、
県
は
さ
ま

ざ
ま
な
関
係
者
と
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。

　
労
働
団
体
、
経
済
団
体
、
教
育
機
関
な

ど
が
一
堂
に
会
す
る
「
豊
か
さ
共
創
会
議
」

を
令
和
4
年
5
月
に
設
置
し
、
出
席
者
か

ら
の
意
見
を
踏
ま
え
翌
年
3
月
に
リ
ス
キ

リ
ン
グ
拠
点
を
整
備
す
る
方
針
や
課
題
に

対
す
る
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
盛
り
込

ん
だ
「
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
・
ユ
ニ
バ
ー
シ

テ
ィ
構
想
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
令
和
5
年
度
に
は「
豊
か
さ
共
創
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
と
「
豊
か
さ
共
創
ス
リ
ー
ア
ッ
プ

推
進
協
議
会
」
を
設
置
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

県
内
企
業
・
団
体
や
有
識
者
で
構
成
さ
れ
、

Ｃ
Ｕ
Ｕ
の
運
営
方
針
を
決
定
す
る
ほ
か
、

働
き
手
の
能
力
開
発
の
方
向
性
と
環
境
づ

く
り
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
き
ま
す
。
推
進

協
議
会
は
、
県
内
企
業
が
主
体
の
組
織
で
、

ス
リ
ー
ア
ッ
プ
を
普
及
し
て
い
く
と
と
も

に
、
参
画
企
業
間
の
情
報
共
有
・
交
流
を

促
し
ま
す
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
提
言
を
行
う

た
め
、
各
企
業
の
意
見
を
集
約
す
る
役
割

も
担
い
ま
す
。
昨
年
10
月
に
17
社
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
推
進
協
議
会
は
、
現
在
2
0
0

を
超
え
る
企
業
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
推
進
協
議
会
は
お
互
い

の
状
況
を
共
有
し
、
構
想
の
実
現
と
い
う

共
通
の
目
的
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
実
行
段
階
の
当
初
は
、Ｃ
Ｕ
Ｕ
の
講
座

や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
の
充
実
と
、ス
リ
ー

ア
ッ
プ
推
進
宣
言
を
行
う
企
業
の
増
加
を

図
り
ま
す
。
将
来
的
に
は
、Ｃ
Ｕ
Ｕ
を
土
台

に
ス
リ
ー
ア
ッ
プ
を
循
環
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
県
内
企
業
に
と
っ
て
当
た
り
前
・
常

識
と
な
り
、
自
ら
の
意
思
で
リ
ス
キ
リ
ン

グ
、
収
益
向
上
、
賃
金
上
昇
を
生
み
出
そ

う
と
事
業
戦
略
を
練
り
実
行
し
て
い
く
企

業
が
多
数
出
現
す
る
社
会
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

スキル
アップ

収益
アップ

リス

Reskilling
=

リスキリング

キリン

NO!

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ・

ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
講
座
の

詳
細
は
こ
ち
ら
か
ら

賃金
アップ

ち
ゅ
う
ち
ょ
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プ
を
望
む
も
の
の
「
ど
こ
で
学
ん
で
も
ら

え
ば
い
い
ん
だ
ろ
う
」「
ど
の
よ
う
な
講
座

が
あ
る
ん
だ
ろ
う
」
と
悩
ん
で
い
る
経
営

者
の
方
々
の
役
に
立
ち
ま
す
。
情
報
提
供

に
と
ど
ま
ら
ず
、
専
門
的
な
知
識
や
ス
キ

ル
を
習
得
で
き
る
独
自
の
講
座
を
開
催
。

　
弊
社
で
は
常
に
、
社
員
一
人
一
人
が

成
長
し
、
そ
の
成
長
が
会
社
の
利
益
に

つ
な
が
っ
て
い
く
と
言
い
続
け
て
き
ま

し
た
。
現
在
、社
内
に
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ

を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
て
、
既
存
の
Ｏ

Ｊ
Ｔ
と
は
別
に
国
家
資
格
で
あ
る
電
子

機
器
組
立
て
技
能
士
の
1
級
や
特
級
を

目
指
す
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る

予
定
で
す
。
社
員
と
し
て
も
成
長
を
実

感
で
き
る
こ
と
で
満
足
度
が
高
ま
り
、

仕
事
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
Ｃ
Ｕ
Ｕ
の
先
行
講
座
に
は
社
員
も
参

加
し
ま
し
た
。
ス
キ
ル
の
習
得
だ
け
で

な
く
、
異
業
種
の
方
々
が
実
践
し
て
い

る
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
を
聞
く
こ
と
が
で

き
、
そ
れ
を
持
ち
帰
っ
て
社
内
で
活
用

で
き
る
と
い
う
点
が
非
常
に
良
い
と
思

い
ま
す
。

　
経
営
者
の
目
線
と
し
て
、
中
小
企
業

に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
確
実
に
底
上

げ
し
て
い
こ
う
と
い
う
ス
リ
ー
ア
ッ
プ

の
ビ
ジ
ョ
ン
は
す
ご
く
良
い
と
感
じ
ま

し
た
。
た
だ
、
従
業
員
が
少
な
い
企
業

の
場
合
、
一
人
を
学
び
に
行
か
せ
る
だ

け
で
通
常
業
務
が
厳
し
く
な
る
。
そ
ん

な
中
で
も
い
ず
れ
会
社
に
成
果
と
し
て

返
っ
て
く
る
と
い
う
想
定
が
で
き
る
と
、

背
中
を
押
さ
れ
や
す
く
な
る
。
ま
ず
は
、

Ｃ
Ｕ
Ｕ
で
学
ん
だ
受
講
者
が
そ
れ
ぞ
れ

の
会
社
で
の
業
務
に
生
か
さ
れ
た
、
と

スキルアップすれば
賃金アップが見込める！

と
し
て
還
元
（
賃
金
ア
ッ
プ
）
さ
れ
ま
す
。

県
は
こ
れ
を
「
ス
リ
ー
ア
ッ
プ
の
好
循
環
」

と
名
付
け
、
多
く
の
県
内
企
業
に
参
画
を

促
し
て
い
ま
す
。

　
ス
リ
ー
ア
ッ
プ
が
県
内
に
浸
透
す
る
と
、

優
れ
た
能
力
を
持
っ
た
人
材
が
増
え
、
そ

の
よ
う
な
人
材
を
抱
え
る
企
業
は
成
長
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
、
働
き
手
の
賃
金
上

昇
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
企
業
も

人
も
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
し
た
収
益
・

収
入
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
企
業
は

設
備
投
資
や
人
材
投
資
に
積
極
的
に
な
り
、

働
き
手
は
安
心
し
て
家
庭
を
築
き
、
子
を

産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
こ
う
し
て
本
県
は
、
県
内
経
済
が

発
展
し
県
民
が
豊
か
さ
を
実
感
す
る
、
魅

力
的
な
地
と
な
り
ま
す
。

　
働
き
手
は
「
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
賃
金
の

向
上
に
つ
な
が
る
の
だ
ろ
う
か
」、
経
営
層

は
「
従
業
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
会
社
の

課
題
解
決
・
成
長
に
ど
の
よ
う
に
生
か
さ

れ
る
の
だ
ろ
う
か
」
な
ど
と
、
先
が
見
通

せ
な
い
こ
と
で
ス
リ
ー
ア
ッ
プ
に
取
り
組

む
こ
と
を
躊
躇
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
県
は
、
働
き
手
に
対
し
て

は
「
個
々
の
能
力
が
上
が
れ
ば
企
業
は
賃

金
を
上
げ
て
く
れ
ま
す
よ
。
経
営
者
も
応

援
し
て
く
れ
る
の
で
安
心
し
て
く
だ
さ

い
」、
経
営
層
に
対
し
て
は
「
従
業
員
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
が
事
業
に
生
か
さ
れ
る
よ
う

支
援
し
ま
す
よ
。
賃
上
げ
な
ど
に
取
り
組

め
ば
優
遇
措
置
も
用
意
し
て
い
ま
す
よ
」

と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
一
歩
を
踏
み
出
せ
る
よ

う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

賃
金
ア
ッ
プ
を
含
め
た
ス
リ
ー
ア
ッ
プ
に

取
り
組
む
こ
と
を
企
業
に
宣
言
し
て
も
ら

い
、
そ
の
企
業
に
対
し
、
経
営
に
有
利
な

補
助
金
や
融
資
制
度
を
活
用
で
き
る
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。

　
従
業
員
と
経
営
層
（
労
使
）
が
手
を
取

り
合
い
同
じ
方
向
を
向
い
て
収
益
ア
ッ
プ
・

賃
金
ア
ッ
プ
に
取
り
組
む
こ
と
も
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
両
者
が
共
通
の
理
解
を

持
つ
場
や
、
従
業
員
の
意
見
や
要
望
を
く

み
取
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

　
リ
ス
キ
リ
ン
グ
と
は
主
に
、
企
業
の
成
長

や
課
題
解
決
の
た
め
、
従
業
員
に
必
要
と
な

る
ス
キ
ル
を
獲
得
し
て
も
ら
う
こ
と
を
指

し
ま
す
。
個
人
が
自
発
的
に
行
う
リ
カ
レ

ン
ト
教
育
（
学
び
直
し
）、
生
涯
学
習
、
自

己
啓
発
な
ど
と
異
な
り
、
企
業
が
主
体
と

な
っ
て
従
業
員
に
対
し
て
行
う
も
の
で
す
。

　
Ｃ
Ｕ
Ｕ
は
、
こ
の
リ
ス
キ
リ
ン
グ
に
関

す
る
講
座
情
報
の
収
集
・
周
知
、
講
座
の

運
営
、
相
談
支
援
な
ど
を
一
元
的
に
提
供

す
る
場
で
す
。

　
Ｃ
Ｕ
Ｕ
で
は
、
県
内
で
提
供
さ
れ
て
い

る
リ
ス
キ
リ
ン
グ
に
役
立
つ
講
座
情
報
を

入
手
で
き
ま
す
。
従
業
員
に
ス
キ
ル
ア
ッ

つ
な
が
り
も
重
視
し
、
対
面
や
オ
ン
ラ
イ

ン
で
交
流
す
る
場
を
用
意
し
て
い
ま
す
。 

　
企
業
の
経
営
者
や
人
事
担
当
者
向
け
に

は
、
課
題
解
決
に
必
要
な
人
物
像
の
提
案
、

従
業
員
の
育
成
計
画
に
つ
い
て
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。

　
県
は
、
全
て
の
県
民
が
互
い
に
価
値
と

豊
か
さ
を
育
み
分
か
ち
合
う
「
豊
か
さ
共

創
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
向
け
た
起
点
と
な
る
の
が
、
働
き

手
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
す
。

　
従
業
員
の
能
力
が
向
上（
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
）

す
る
こ
と
で
生
産
性
が
上
が
り
、
企
業
の
収

益
が
増
加（
収
益
ア
ッ
プ
）し
ま
す
。そ
し
て
、

得
ら
れ
た
利
益
が
企
業
か
ら
従
業
員
へ
賃
金

経
験
豊
富
な
講
師
陣
が
、
実
践
的
な
ス
キ

ル
を
丁
寧
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

　
リ
ス
キ
リ
ン
グ
は
経
営
戦
略
の
一
つ
で

あ
り
、
企
業
が
従
業
員
に
投
資
す
る
こ
と

で
も
た
ら
さ
れ
る
効
果
に
つ
い
て
理
解
を

促
す
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
令
和

６
年
度
に
つ
い
て
は
、
人
材
育
成
の
重
要

性
を
学
ぶ
講
座
を
重
点
的
に
開
講
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
他
の
教
育
研
修
機
関
の

講
座
と
の
連
携
や
、
企
業
と
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
す
る
講
座
を
提
供
し
ま
す
。
今
年

度
か
ら
本
格
稼
働
す
る
Ｃ
Ｕ
Ｕ
に
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

 

　
Ｃ
Ｕ
Ｕ
の
最
大
の
魅
力
は
、
受
講
の
前
後

に
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
講
師
が

伴
走
支
援
す
る
こ
と
で
す
。
キ
ャ
リ
ア
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
は
、
受
講
生
の
職
務
経
験
や
学

び
の
履
歴
、
キ
ャ
リ
ア
に
関
す
る
希
望
な
ど

を
踏
ま
え
な
が
ら
今
後
必
要
と
な
る
ス
キ

ル
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
案
な
ど
を
行
い
ま
す
。

受
講
後
、
講
座
で
学
ん
だ
知
識
と
技
術
が

職
場
で
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
キ
ャ
リ
ア
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
講
師
が
継
続
的
に
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。
ま
た
、
受
講
生
同
士
の

企
業
や
働
き
手
と
共
に
検
討
重
ね

労
使
が
共
に
利
益
を
生
み
そ
れ
を
互
い
に

享
受
す
る
関
係
（
共
益
関
係
）
の
構
築
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
足
掛
か
り
に
、

多
く
の
働
き
手
・
企
業
の
皆
さ
ん
に
ス
リ
ー

ア
ッ
プ
の
運
動
に
参
画
い
た
だ
き
、
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
が
業
務
に
生
か
さ
れ
賃
金
上
昇

が
実
現
し
た
事
例
や
、
企
業
の
収
益
増
に

つ
な
が
っ
た
事
例
を
蓄
積
し
周
知
す
る
こ

と
で
、
全
県
へ
波
及
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
Ｃ
Ｕ
Ｕ
開
講
に
至
る
ま
で
、
県
は
さ
ま

ざ
ま
な
関
係
者
と
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。

　
労
働
団
体
、
経
済
団
体
、
教
育
機
関
な

ど
が
一
堂
に
会
す
る
「
豊
か
さ
共
創
会
議
」

を
令
和
4
年
5
月
に
設
置
し
、
出
席
者
か

ら
の
意
見
を
踏
ま
え
翌
年
3
月
に
リ
ス
キ

リ
ン
グ
拠
点
を
整
備
す
る
方
針
や
課
題
に

対
す
る
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
盛
り
込

ん
だ
「
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
・
ユ
ニ
バ
ー
シ

テ
ィ
構
想
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
令
和
5
年
度
に
は「
豊
か
さ
共
創
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
と
「
豊
か
さ
共
創
ス
リ
ー
ア
ッ
プ

推
進
協
議
会
」
を
設
置
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

県
内
企
業
・
団
体
や
有
識
者
で
構
成
さ
れ
、

Ｃ
Ｕ
Ｕ
の
運
営
方
針
を
決
定
す
る
ほ
か
、

働
き
手
の
能
力
開
発
の
方
向
性
と
環
境
づ

く
り
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
き
ま
す
。
推
進

協
議
会
は
、
県
内
企
業
が
主
体
の
組
織
で
、

ス
リ
ー
ア
ッ
プ
を
普
及
し
て
い
く
と
と
も

に
、
参
画
企
業
間
の
情
報
共
有
・
交
流
を

促
し
ま
す
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
提
言
を
行
う

た
め
、
各
企
業
の
意
見
を
集
約
す
る
役
割

も
担
い
ま
す
。
昨
年
10
月
に
17
社
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
推
進
協
議
会
は
、
現
在
2
0
0

を
超
え
る
企
業
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
推
進
協
議
会
は
お
互
い

の
状
況
を
共
有
し
、
構
想
の
実
現
と
い
う

共
通
の
目
的
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
実
行
段
階
の
当
初
は
、Ｃ
Ｕ
Ｕ
の
講
座

や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
の
充
実
と
、ス
リ
ー

ア
ッ
プ
推
進
宣
言
を
行
う
企
業
の
増
加
を

図
り
ま
す
。
将
来
的
に
は
、Ｃ
Ｕ
Ｕ
を
土
台

に
ス
リ
ー
ア
ッ
プ
を
循
環
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
県
内
企
業
に
と
っ
て
当
た
り
前
・
常

識
と
な
り
、
自
ら
の
意
思
で
リ
ス
キ
リ
ン

グ
、
収
益
向
上
、
賃
金
上
昇
を
生
み
出
そ

う
と
事
業
戦
略
を
練
り
実
行
し
て
い
く
企

業
が
多
数
出
現
す
る
社
会
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

● 最低賃金を引き上げた場合、設備投資などに対し助成額上乗せ
● コーディネーターがリスキリングを支援
● 設備・運転資金を低金利で融資
● 県主催合同就職フェアへの優先参加枠確保

従業員の能力を業務に生かせる
経営に有利な制度もある
人材投資しよう！

宣言した企業への主な優遇措置

経営層 従業員

スリーアップ推進宣言

● 労使の共益関係を構築します!
● スリーアップに取り組みます!

豊かさ
共創社会の
実現

スリーアップが浸透

ＣＵＵ充実

スリーアップ
推進宣言企業増加

株式会社ササキ
代表取締役

佐々木 啓二 さん

株式会社早野組
総務本部総務部

齋藤 琴和 さん

経
営
者
と
し
て
の
経
験
を
生
か
し

豊
か
さ
共
創
社
会
実
現
へ
尽
力

人
の
成
長
が
未
来
を
切
り
開
く

中
小
企
業
が

山
梨
の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
る

株式会社ササキの社員の皆さん

　
豊
か
さ
共
創
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
委
員
と
し
て
Ｃ
Ｕ
Ｕ
立
ち
上
げ
に
携
わ
っ
た
、株
式

会
社
サ
サ
キ
代
表
取
締
役
の
佐
々
木
啓
二
さ
ん
に
、社
内
で
の
人
材
教
育
の
取
り
組

み
や
Ｃ
Ｕ
Ｕ
の
展
望
な
ど
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

　
会
社
か
ら
Ｃ
Ｕ
Ｕ
の
受
講
者
と
し
て

選
出
さ
れ
た
と
き
は
、
ま
だ
ま
だ
若
手

の
私
で
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
し

た
が
「
い
い
機
会
か
も
し
れ
な
い
」
と

受
講
を
決
意
し
ま
し
た
。

　
講
座
の
内
容
は
実
践
的
で
、
あ
い
さ

つ
や
笑
顔
に
つ
い
て
学
ん
だ
と
き
に
は

自
分
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
な
り
、
職

場
に
戻
っ
て
か
ら
も
、
明
る
い
あ
い
さ

つ
と
雰
囲
気
づ
く
り
を
心
が
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
中
に
は
私
よ
り
も
ベ
テ
ラ

ン
の
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、

多
様
な
考
え
を
聞
け
る
貴
重
な
場
で
す
。

ま
た
、
普
段
関
わ
る
こ
と
の
少
な
い
他

業
種
の
方
々
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
る

の
も
良
い
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
先
の
社

会
人
生
活
に
き
っ
と
役
立
つ
と
思
う
の

で
、
ぜ
ひ
若
い
方
に
も
受
講
し
て
欲
し

い
で
す
。

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ・
共
感
力
講
座
受
講

豊かさ共創フォーラムでCUUの運営について議論する出席者
（令和6年2月）

い
う
成
功
例
が
広
ま
り
、
感
化
さ
れ
る

経
営
者
が
増
え
て
欲
し
い
で
す
。

　
Ｃ
Ｕ
Ｕ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
他
県

で
も
例
は
な
い
よ
う
な
の
で
、
成
功
を

収
め
て
全
国
に
波
及
し
「
最
初
に
山
梨

県
が
始
め
た
ん
だ
よ
ね
」
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
ら
最
高
で
す
よ
ね
。
そ

こ
は
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
委
員
と
し
て
、

他
の
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
盛
り
上
げ
て

い
き
ま
す
。

　
山
梨
は
、
東
京
圏
に
隣
接
し
、
富
士

山
と
い
う
世
界
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
が
あ

る
な
ど
元
来
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

持
っ
て
い
る
県
で
す
。
県
内
の
中
小
企

業
が
ス
リ
ー
ア
ッ
プ
で
底
力
を
付
け
て

産
業
界
全
体
を
活
性
化
さ
せ
、
山
梨
の

魅
力
が
さ
ら
に
高
ま
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

【問い合わせ先】 労政人材育成課   TEL 055-223-1561  FAX 055-223-1564 1011

「やまなしキャリアアップ・ユニバーシティ」開講 !



スポーツ庁で室伏広治長官（右）に
開催要望書を手渡す長崎知事（左）
（令和5年7月）

新
た
な
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
大
会
モ
デ
ル

を
構
築
す
る
こ
と
に
積
極
果
敢
に
挑
戦
し

て
い
き
ま
す
。

　県
で
は
、
国
際
大
会
や
全
国
大
会
な
ど

で
活
躍
し
、
猛
者
の
集
う
ス
ポ
ー
ツ
界
に

「
会
心
の
一
撃
」
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る

選
手
の
発
掘
・
育
成
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
甲
斐
人
の
一
撃
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
令
和
6
年
度
で
3
年
目
に
な
る
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
さ
ま

ざ
ま
な
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
や
す
い
年
代

で
あ
る
小
学
4
年
生
を
対
象
に
、
走
力
や

敏
し
ょ
う
性
、
瞬
発
力
な
ど
を
確
認
す
る

体
力
測
定
会
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

　体
力
測
定
会
で
選
ば
れ
た
才
能
あ
ふ
れ

る
60
人
が
、
カ
ヌ
ー
・
レ
ス
リ
ン
グ
・
ラ

グ
ビ
ー
な
ど
の
競
技
を
楽
し
み
な
が
ら
、

各
競
技
団
体
の
コ
ー
チ
か
ら
指
導
を
受
け
、

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
に
な
る
た
め
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

基
礎
的
な
体
力
・
運
動
能
力
の
向
上
を
図

り
な
が
ら
、
自
己
分
析
・
目
標
設
定
な
ど

の
理
解
を
深
め
る
基
礎
能
力
向
上
合
宿
や
、

保
護
者
が
子
ど
も
の
栄
養
や
メ
ン
タ
ル
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
実

施
。
最
終
的
に
は
、子
ど
も
が
自
身
に
合
っ

た
競
技
を
選
択
し
、
各
競
技
団
体
で
の
強

化
を
経
て
、
ア
ス
リ
ー
ト
と
し
て
羽
ば
た

き
ま
す
。

 

　令
和
14
年
の
国
ス
ポ
ま
で
あ
と
8
年
。

そ
の
舞
台
そ
し
て
世
界
に
「
甲
斐
人
の
一

撃
」
を
与
え
る
選
手
の
登
場
が
楽
し
み
で

す
ね
！

く
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
も
た
ら
さ

れ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
開

催
を
機
に
来
県
さ
れ
る
多
く
の
人
が
、
豊

か
な
自
然
環
境
や
観
光
資
源
な
ど
本
県
の

魅
力
の
数
々
を
体
感
す
る
絶
好
の
機
会
に

も
な
り
ま
す
。

　期
待
に
満
ち
た
国
ス
ポ
・
全
ス
ポ
の
開

催
。
5
月
に
懇
話
会
か
ら
県
に
報
告
書
が

提
出
さ
れ
る
と
、
県
議
会
で
決
議
が
行
わ

れ
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
及
び
ス
ポ
ー
ツ

庁
へ
の
開
催
要
望
書
の
提
出
を
経
た
8
月
、

つ
い
に
県
内
開
催
が
承
認
さ
れ
た
の
で
す
。

　「運
動
は
苦
手
だ
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

な
ん
て
自
分
に
は
関
係
な
い
」
と
思
っ
て

い
る
あ
な
た
。
い
え
い
え
、
実
は
国
ス
ポ
・

全
ス
ポ
開
催
の
効
果
は
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

だ
け
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
県
で
は
令
和

14
年
の
第
86
回
国
ス
ポ
・
第
31
回
全
ス
ポ

の
招
致
を
目
指
し
、
有
識
者
か
ら
幅
広
く

意
見
を
聴
く
た
め
「
新
し
い
国
ス
ポ
・
全

ス
ポ
あ
り
方
検
討
懇
話
会
」
を
昨
年
2
月

に
設
置
し
、
3
回
に
わ
た
り
議
論
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。

　懇
話
会
で
は
、
国
ス
ポ
・
全
ス
ポ
の
開

催
が
未
来
を
担
う
子
ど
も
に
多
く
の
夢
や

希
望
を
与
え
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
へ

の
関
心
が
高
ま
っ
て
県
民
の
健
康
増
進
に

つ
な
が
る
ほ
か
、
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
理

解
が
深
ま
っ
て
共
生
社
会
の
実
現
に
近
づ

心
を
高
め
、
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
る
き
っ
か

け
や
環
境
づ
く
り
を
進
め
な
が
ら
、
国
内

外
で
活
躍
す
る
選
手
を
育
成
し
て
い
き
ま

す
。　こ

れ
ま
で
間
隔
を
空
け
て
開
催
さ
れ
て

き
た
国
ス
ポ
・
全
ス
ポ
を
一
体
的
に
開
催

す
る
こ
と
も
検
討
し
ま
す
。
障
害
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
選
手
を
は
じ
め
多
く
の

方
々
が
、
大
会
開
催
期
間
中
に
大
い
に
交

流
を
深
め
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
を
理
解
し
、
そ
し
て
認
め
合
う
契
機
に

な
る
こ
と
で
、
共
生
社
会
の
実
現
に
一
層

近
づ
く
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　さ
ら
に
、
開
催
自
治
体
の
多
額
の
経
費

負
担
と
い
う
大
き
な
問
題
に
も
一
石
を
投

じ
ま
す
。
将
来
に
多
大
な
負
担
を
残
さ
ず

次
世
代
に
つ
な
げ
る
た
め
、
大
会
の
大
胆

な
簡
素
・
効
率
化
や
新
た
な
収
入
の
確
保

に
取
り
組
む
ほ
か
、
民
間
施
設
も
含
め
た

既
存
施
設
を
有
効
活
用
し
、
必
要
に
応
じ

て
県
外
施
設
の
利
用
も
積
極
的
に
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

　開
催
に
当
た
り
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、

主
催
す
る
県
や
市
町
村
、
競
技
団
体
な
ど

多
様
な
主
体
が
協
働
す
る
こ
と
で
「
集
合

知
」
を
発
揮
し
、後
世
に
残
る
大
会
に
な
っ

た
と
評
価
さ
れ
る
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。

　県
で
は
こ
れ
か
ら
も
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
た
共
生
社
会
の
実
現
と
持
続
可
能
な
大

会
運
営
に
向
け
、
従
来
の
手
法
に
と
ら
わ

れ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
実
証
を
行
い
な
が
ら
、

　昨
年
11
月
に
準
備
委
員
会
の
設
立
総
会

が
開
か
れ
、
国
ス
ポ
・
全
ス
ポ
の
開
催
基

本
方
針
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
同
方
針
で

は
、
懇
話
会
の
報
告
書
を
踏
ま
え
た
実
施

目
標
と
し
て
「
ス
ポ
ー
ツ
の
チ
カ
ラ
を
生

か
し
た
県
民
の
豊
か
さ
創
出
」「
次
世
代
に

つ
な
が
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
」「
共
生
社
会
の

実
現
」「
持
続
可
能
な
大
会
運
営
の
実
現
」

の
4
項
目
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
県
で
は
こ

の
目
標
の
も
と
、
県
民
が
身
近
に
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
め
る
環
境
を
整
え
、
心
と
体
の

健
康
増
進
を
一
層
図
る
ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
む
場
と
し
て
の
本
県
の
魅
力
を
国

内
外
に
発
信
し
、
来
訪
者
の
増
加
に
よ
る

地
域
経
済
の
活
性
化
に
結
び
付
け
、
豊
か

な
県
民
生
活
の
創
出
を
目
指
し
ま
す
。
ま

た
「
生
き
る
力
」
を
身
に
付
け
る
重
要
な

要
素
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
子
ど
も
の
関

昭和61年の「かいじ国体」開会式で入場行進する山梨県選手団

第86回国スポ・第31回全スポの準備委員会
設立総会であいさつする長崎知事（令和5年11月）

国
ス
ポ
・
全
ス
ポ
の
一
体
的
な
開
催
や

自
治
体
の
負
担
軽
減
に
向
け
て

　国
内
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
で
あ
る
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
国
ス
ポ
）・
全
国
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
全
ス
ポ
）
が
、
令
和
14
年
に
山
梨
県
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
本
県
で
の
開
催
は
昭
和
61
年
の
「
か
い
じ
国
体
」・「
ふ
れ
あ
い
の
か

い
じ
国
体
」
以
来
46
年
ぶ
り
で
す
。

　当
時
と
は
社
会
情
勢
が
大
き
く
異
な
る
中
で
大
会
を
運
営
し
て
い
く
た
め
の
県
の
方

針
の
ほ
か
、
ス
ポ
ー
ツ
で
地
域
を
活
性
化
す
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
力
で
豊
か
さ
創
造

山
梨
を
も
っ
と
輝
く
未
来
へ

富士山をバックにVサインする未来のアスリートたち

体力測定会では次のステージに進む
参加者が選考される

ス
ポ
ー
ツ
だ
け
じ
ゃ
な
い
?

国
ス
ポ
・
全
ス
ポ
開
催
の
意
義

未
来
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
を
発
掘
！

「
甲
斐
人
の
一
撃
」

か
い
し
ん

や
ま
な
し

i
n 

d
e
p
t
h 

で
も

「
甲
斐
人
の
一
撃
」を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら
か
ら
。

1213

スポーツの力で豊かさ創造  山梨をもっと輝く未来へ



　コ
ロ
ナ
禍
で
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や

イ
ベ
ン
ト
の
中
止
、
ま
た
外
出
自
粛

な
ど
の
理
由
で
体
を
動
か
す
機
会
が

減
っ
た
と
感
じ
て
い
る
方
も
少
な
く

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　ち
ょ
っ
と
そ
こ
ま
で
行
く
つ
い
で

に
軽
く
運
動
で
き
た
ら
…
。
県
が
推

進
す
る
「
ち
ょ
い
ト
レ
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
こ
ん
な
思
い
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
運
動
習
慣
か
ら
遠
ざ
か
っ

た
人
で
も
気
軽
に
運
動
を
楽
し
む

き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
、
小
瀬
ス
ポ
ー

ツ
公
園
（
甲
府
市
）
や
森
林
公
園
金

川
の
森
（
笛
吹
市
）
な
ど
の
県
立
公

園
の
ほ
か
、
17
の
市
町
村
立
公
園
に

も
簡
易
な
健
康
器
具
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ち
ょ
っ
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

し
て
い
き
ま
せ
ん
か
？

南アルプスエコパークの大自然と「サイクルアドベンチャーツアー・in 南アルプス」を楽しむ参加者（令和5年6月）

コ
パ
ー
ク
の
ひ
と
つ
で
あ
る
南
ア
ル
プ
ス

エ
コ
パ
ー
ク
の
絶
景
の
中
、
年
間
を
通
じ

て
一
般
車
両
が
通
行
で
き
な
い
県
営
南
ア

ル
プ
ス
林
道
（
夜
叉
神
―
広
河
原
）
で
サ

イ
ク
リ
ン
グ
を
満
喫
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
。

令
和
4
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
メ
イ
ン

会
場
の
広
河
原
山
荘
周
辺
で
は
、
地
域
の

生
産
者
と
飲
食
店
が
タ
ッ
グ
を
組
み
、
趣

向
を
凝
ら
し
た
地
産
地
消
の
フ
ー
ド
や
ド

リ
ン
ク
が
提
供
さ
れ
る
ほ
か
、
テ
ン
ト
サ

ウ
ナ
や
焚
き
火
、
ヒ
ー
リ
ン
グ
・
ヨ
ガ
、

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
、

大
自
然
の
中
で
特
別
な
滞
在
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　ス
ポ
ー
ツ
を
体
育
や
競
技
だ
け
の
視
点

で
捉
え
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
に
は
地

域
を
活
性
化
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
資
源
と
し
て

も
大
き
な
魅
力
と
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で

す
。　県

で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
て
収
益

を
生
み
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
経
済
の
発
展

に
つ
な
げ
る
た
め
、
令
和
3
年
3
月
に
ス

ポ
ー
ツ
成
長
産
業
化
戦
略
を
策
定
し
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
目
指
す
べ
き
姿
と
し
て「
ス

ポ
ー
ツ
で
稼
げ
る
県
」
を
掲
げ
、
観
光
客

増
加
に
よ
る
県
内
経
済
活
性
化
と
新
た
な

関
連
ビ
ジ
ネ
ス
の
集
積
・
拡
大
を
進
め
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
令
和
4
年
4
月
に
創
設
さ
れ
た
、

ス
ポ
ー
ツ
と
地
域
資
源
を
掛
け
合
わ
せ
て

活
性
化
を
図
る
「
や
ま
な
し
ス
ポ
ー
ツ
エ

ン
ジ
ン
」
は
、
目
指
す
べ
き
姿
へ
の
け
ん

引
役
と
し
て
県
、
県
内
の
イ
ベ
ン
ト
・
観

光
関
連
企
業
、
大
学
、
ス
ポ
ー
ツ
関
連
団

体
が
連
携
し
、
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

推
進
や
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の

開
発
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　こ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
開
催
し

て
い
る
「
サ
イ
ク
ル
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ

ア
ー
・ 

i
n 

南
ア
ル
プ
ス
」
は
、
日
本

で
10
カ
所
登
録
さ
れ
て
い
る
ユ
ネ
ス
コ
エ

ス
ポ
ー
ツ
で
稼
ぐ
！

や
ま
な
し
ス
ポ
ー
ツ
エ
ン
ジ
ン

身
近
な
地
域
で

パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
た
め
に

　サ
イ
ク
リ
ン
グ
だ
け
で
は
な
く
山
梨
の

魅
力
を
堪
能
で
き
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

ま
た
今
年
も
秋
頃
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　こ
の
よ
う
に
特
色
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
が

盛
ん
に
行
わ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る

国
内
有
数
の
地
で
あ
る
と
い
う
認
知
度
が

高
ま
り
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
本
県

を
訪
れ
て
い
る
こ
と
。
こ
れ
は
ス
ポ
ー
ツ

で
稼
げ
る
県
を
実
現
す
る
た
め
の
重
要
な

要
素
の
一
つ
で
す
。

　県
内
で
は
富
士
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
、
富
士

登
山
競
走
、
河
口
湖
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
な

ど
大
規
模
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
、
周
辺
地
域
で
経
済
効
果
が
生
じ
て

い
ま
す
が
、
よ
り
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
の
誘
致
や
開
催
場
所
の
拡
大
を
希
望

す
る
声
も
あ
り
ま
す
。

　こ
の
た
め
県
で
は
、
県
内
で
新
た
な
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す
る
事
業
者
に

対
し
て
初
年
度
の
事
業
立
ち
上
げ
を
支
援

し
、
県
内
で
の
継
続
開
催
に
つ
な
げ
る
と

と
も
に
、
地
域
や
観
光
事
業
者
と
連
携
し
、

イ
ベ
ン
ト
開
催
に
よ
る
観
光
消
費
額
の

ア
ッ
プ
な
ど
の
経
済
効
果
を
高
め
る
具
体

的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
地

域
資
源
が
豊
富
な
本
県
に
は
、
さ
ら
な
る

イ
ベ
ン
ト
を
呼
び
込
む
余
地
が
十
分
に
あ

り
、
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
フ
ァ
ン
層
を
有
す

る
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
県
内
各
地
に
広
げ

る
こ
と
も
可
能
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　県
で
は
、
年
齢
・
性
別
・
国
籍
、
そ
し

て
障
害
の
有
無
を
問
わ
ず
、
誰
も
が
個
性

と
能
力
を
発
揮
し
活
躍
で
き
る
共
生
社
会

の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
背
景
を
持
つ
方
の
議
論
か
ら
生
み
出
さ

れ
る
「
集
合
知
」
は
、
社
会
の
変
化
に
柔

軟
に
対
応
し
持
続
的
な
地
域
社
会
を
つ
く

る
た
め
に
必
要
不
可
欠
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
障
害
の
あ
る
方
が
参
加
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
も
非
常
に
重
要
で
、
ス
ポ
ー

ツ
の
分
野
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　そ
こ
で
県
で
は
、
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
活
動

や
情
報
発
信
を
行
う
拠
点
「
や
ま
な
し
パ

ラ
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
」
の
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
既
存
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
、

障
害
の
あ
る
方
が
実
際
に
ス
ポ
ー
ツ
を
し

た
く
て
も
な
か
な
か
予
約
で
き
ず
利
用
し

に
く
い
と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
が
、
セ

ン
タ
ー
で
は
障
害
の
あ
る
方
の
活
動
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
利
用
を
優
先
す
る
こ

と
で
活
動
場
所
の
不
足
を
補
い
ま
す
。
令

和
6
年
度
中
の
供
用
開
始
を
予
定
し
て
お

り
、
日
本
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
協
会
が
認
定
す

る
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
登

録
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

　こ
の
ほ
か
、
7
種
目
の
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ

が
楽
し
め
る
「
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
や
っ
て
み

る
じ
ゃ
ん
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
開
催
や
、

知
見
の
あ
る
職
員
の
派
遣
に
よ
り
、
市
町

村
の
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
普
及
に
も
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　さ
ら
に
、
市
町
村
や
関
係
団
体
で
構
成

す
る
会
議
を
設
置
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

共
有
を
行
う
ほ
か
、
専
門
性
を
高
め
て
い

く
た
め
の
県
の
体
制
整
備
も
検
討
し
ま
す
。

　ス
ポ
ー
ツ
は
日
常
生
活
に
活
力
を
も
た

ら
す
原
動
力
に
な
り
ま
す
。
県
は
こ
れ
か

ら
も
、
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰

も
が
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
し
、
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
環
境
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

パラスポーツの体験を通じて
障害やパラスポーツへの理解の深まりも期待できる

「
サ
イ
ク
ル
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ツ
ア
ー
・
i
n 

南
ア
ル
プ
ス
」の

動
画
を「
や
ま
な
し
ス
ポ
ー
ツ

エ
ン
ジ
ン
」Y
o
u
T
u
b
e

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
公
開
中
！

詳
し
く
は
こ
ち
ら
か
ら
。

【問い合わせ先】 スポーツ振興課   TEL 055-223-1545  FAX 055-223-1578

鳴沢村活き活き広場

1415

スポーツの力で豊かさ創造  山梨をもっと輝く未来へ



　
美
食
顧
問
と
は
、
県
が
農
畜
水
産
物
の

ブ
ラ
ン
ド
強
化
を
図
る
た
め
に
設
置
し
た

も
の
。
そ
の
第
1
号
と
し
て
、
レ
ス
ト
ラ

ン
格
付
け
本
「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
東
京
」

で
９
年
連
続
三
つ
星
を
獲
得
し
た
「
鮨
さ

い
と
う
（
東
京
都
港
区
）」
の
店
主
・
齋
藤

さ
ん
が
委
嘱
さ
れ
て
い
る
。

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
サ
ー
モ
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
化

を
進
め
る
行
政
、
丹
精
込
め
て
飼
育
す
る

生
産
者
、
そ
の
バ
ト
ン
を
最
後
に
受
け
取

る
の
は
料
理
人
だ
。

　
宮
下
さ
ん
も
そ
の
使
命
を
感
じ
て
い
る
。

　「
皆
さ
ま
が
、
そ
れ
ぞ
れ
で
き
る
こ
と
を

尽
力
さ
れ
て
、
出
来
上
が
っ
た
食
材
で
す
。

素
材
を
吟
味
し
、
そ
の
お
い
し
さ
を
引
き

出
す
よ
う
に
考
え
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
お

客
さ
ま
に
食
べ
て
い
た
だ
く
順
番
や
ど
ん

な
味
つ
け
で
う
ま
み
を
伝
え
る
か
に
も
気

よ
う
と
生
産
者
は
日
々
奮
闘
す
る
。

　
令
和
5
年
10
月
に
は
、県
産
食
材
を
使
っ

た
美
食
体
験
ツ
ア
ー
が
開
か
れ
た
。
ホ
テ

ル
鐘
山
苑
（
富
士
吉
田
市
）
で
富
士
の
介

を
使
っ
た
特
別
メ
ニ
ュ
ー
が
提
供
さ
れ
た
。

　
調
理
を
手
が
け
た
ホ
テ
ル
鐘
山
苑
の
調

理
部
統
括
部
長
・
宮
下
裕
一
さ
ん
は
富
士

の
介
に
つ
い
て
「
身
が
し
っ
か
り
し
て
い

て
大
き
い
。
臭
み
や
ク
セ
も
な
く
、
食
べ

て
み
て
も
口
に
う
ま
み
が
広
が
り
ま
し
た
。

調
理
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
可
能
性
を
感

じ
た
の
で
、
い
ろ
ん
な
味
を
楽
し
ん
で
も

ら
お
う
と
思
い
ま
し
た
」
と
語
る
。

　
そ
の
言
葉
ど
お
り
、
焼
き
物
と
い
っ
た

和
食
テ
イ
ス
ト
に
加
え
、
コ
ン
フ
ィ
や
マ

リ
ネ
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
で
食
べ
る
カ
ル

パ
ッ
チ
ョ
風
の
柿
昆
布
〆
な
ど
洋
風
テ
イ

ス
ト
も
用
意
し
た
。
味
が
ク
リ
ア
で
う
ま

み
が
豊
富
な
、
富
士
の
介
の
食
材
と
し
て

の
幅
を
最
大
限
に
生
か
し
て
い
る
。

　
実
食
体
験
に
は
、
県
の
美
食
顧
問
・
齋

藤
孝
司
さ
ん
も
参
加
し
「
富
士
の
介
は
味

が
と
て
も
ク
リ
ア
で
食
べ
ご
た
え
が
あ
り
、

い
ろ
ん
な
食
べ
方
を
楽
し
め
た
。
今
日
は

実
際
に
来
て
よ
か
っ
た
で
す
。
も
っ
と
多

く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
」

と
満
足
げ
に
話
し
た
。

　
富
士
の
介
は
キ
ン
グ
サ
ー
モ
ン
と
ニ
ジ

マ
ス
を
掛
け
合
わ
せ
た
山
梨
県
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
サ
ー
モ
ン
。
き
め
細
か
い
身
質
や
ほ

ど
よ
く
の
っ
た
上
品
な
脂
、
豊
か
な
う
ま

み
が
特
徴
で
食
べ
や
す
さ
が
魅
力
だ
。

　
富
士
の
介
は
平
成
19
年
に
県
水
産
技
術

セ
ン
タ
ー
忍
野
支
所
で
実
用
化
に
向
け
た

試
験
を
開
始
し
、
平
成
28
年
に
水
産
庁
か

ら
養
殖
魚
と
し
て
の
利
用
が
承
認
さ
れ
た
。

令
和
元
年
の
出
荷
を
皮
切
り
に
、
今
で
は

国
内
外
に
流
通
し
て
い
る
。
県
水
産
技
術

セ
ン
タ
ー
が
生
産
し
た
卵
と
、
加
熱
加
工

さ
れ
た
安
全
な
エ
サ
で
飼
育
し
、
出
荷
時

の
肉
色
や
鮮
度
保
持
の
方
法
な
ど
の
基
準

を
満
た
し
た
も
の
だ
け
が
富
士
の
介
と
し

て
出
荷
さ
れ
て
い
る
。

山
梨
は
「
天
然
の
水
が
め
」
と
呼
ば
れ
る

名
水
の
地
で
、
豊
か
で
清
ら
か
な
水
を
活
用

し
、
各
地
で
富
士
の
介
、
ニ
ジ
マ
ス
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
魚
が
養
殖
さ
れ
て
い
る
。

富
士
の
介
の
生
産
者
に
よ
る
と
、
デ
リ

ケ
ー
ト
な
魚
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
や
さ
し
く

丁
寧
に
育
て
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
飼
料

選
び
に
気
を
遣
い
、
薬
剤
を
極
力
使
わ
な
い

養
殖
に
こ
だ
わ
る
者
も
い
る
。
天
候
や
気
温

に
応
じ
て
水
質
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
生
育

状
況
に
よ
っ
て
飼
料
の
量
を
調
整
す
る
な

ど
、
お
い
し
い
富
士
の
介
を
消
費
者
に
届
け

ウェブでも山梨の魅力を発信中!ウェブでも山梨の魅力を発信中!

丹
精
込
め
て
富
士
の
介
を
生
産

県
産
食
材
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を

美
食
顧
問
が
絶
賛

最
後
の
仕
上
げ
は
料
理
人

地
元
の
食
材
だ
か
ら
こ
そ
、

お
い
し
く
届
け
た
い

山梨県の様々な
魅力をお届けする
県公式のブランド情報
発信サイトです

　県が開発したオリジナルサーモン「富士の介」の優れた食味が多く
の料理人に認められ、美食への活用が進んでいます。料理人の匠の
技と創作力で、上質な食材のクオリティがさらに上がる！
　高品質の「富士の介」を養殖する生産者とその素材のうまみを最
大限に引き出そうと腕を振るう料理人の姿を紹介します。

を
配
り
ま
し
た
」
と
語
る
。

　
和
洋
を
折
衷
さ
せ
た
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富

ん
だ
メ
ニ
ュ
ー
を
創
作
し
、
参
加
者
を
最

後
ま
で
楽
し
ま
せ
た
。

　
地
元
の
食
材
の
良
さ
は
よ
く
知
っ
て
い

る
。
だ
か
ら
こ
そ「
山
梨
の
食
材
や
料
理
っ

て
こ
ん
な
に
お
い
し
い
ん
だ
、来
て
よ
か
っ

た
な
ぁ
、
ま
た
来
た
い
な
ぁ
」
と
思
っ
て

も
ら
い
た
い
と
願
い
な
が
ら
厨
房
に
立
つ
。

　
山
梨
県
は
県
産
の
豊
か
な
食
材
を
使
っ

た
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
（
美
食
）
に
よ
る
高

付
加
価
値
化
や
地
域
活
性
化
を
目
指
し
て

い
る
。
県
内
の
飲
食
店
や
宿
泊
施
設
が
県

産
食
材
を
使
用
し
て
創
作
し
た
特
別
メ

ニ
ュ
ー
と
県
産
酒
と
を
一
緒
に
堪
能
で
き

る「
や
ま
な
し
美
酒
・
美
食
マ
ン
ス
」と
い
っ

た
取
り
組
み
を
続
々
と
実
施
。
東
京
か
ら

近
く
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
が
開
通
す
る
と
さ

ら
に
ア
ク
セ
ス
が
向
上
す
る
こ
と
も
あ
り
、

ブ
ラ
ン
ド
確
立
に
は
熱
が
入
る
。

　
行
政
や
生
産
者
、
料
理
人
の
こ
だ
わ
り

と
努
力
が
同
じ
方
向
を
向
き
、
山
梨
の
価

値
を
高
め
て
い
る
。

富士の介 美食
上質な食材の活用進む

県が開発した「富士の介」

特別メニューを紹介する宮下さん

養殖場を視察する齋藤さん

椀富士の介潮汁仕立て 造里富士の介柿昆布〆

焼浸し、おかき揚げ、マリネ、紅葉玉子醤油漬けなど焼物富士の介コンフィ
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や
ま
な
し
の〝
そ
う
だ
っ
た
の
か
〞を
学
生
が
レ
ポ
ー
ト

そ
う
か
い
通
信

vol.

13

デジタルスキルを持つ大学生

DX研修
進学

DXの指導・育成 課題解決の支援

課題相談

中高生 中小企業

最
近
、
D
X
と
い
う
言
葉
を
よ
く
聞
く
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
D
X
は
こ
れ
か
ら
私
た
ち
の
生
活
や
ビ
ジ
ネ

ス
を
大
き
く
変
え
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

中
、
県
民
誰
も
が
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
い
こ
な
せ
る
よ

う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
県
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
そ
う
で
す
。

今
回
は
、
私
た
ち
大
学
生
が
活
躍
で
き
る
「
D
X
人

材
育
成
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
取
り
組
み
が
始
ま
る

と
聞
い
た
の
で
調
べ
て
み
ま
し
た
。

山
梨
に
は
中
小
企
業
が
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

D
X
が
幅
広
い
世
代
に
浸
透
し
て
い
け
ば
、

み
ん
な
が
よ
り
働
き
や
す
く
な
り
ま
す
ね
。

DXで日常生活が便利になるだけでなく、新たな
ビジネスにもつながりそうですね。私たちも、山
梨の豊かさにつながるDXを考えてみたいです。県

民
の
皆
さ
ん
が
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。若
い
皆
さ
ん

の
活
躍
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

中
に
は
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
急
激
な
発
展
に
対
応
し
き
れ

て
い
な
い
企
業
も
多
い
そ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な
企
業

で
D
X
が
進
み
、
業
務
効
率
化
や
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の

創
出
が
実
現
す
れ
ば
、
地
域
経
済
の
大
き
な
飛
躍
に
つ

な
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
デ
ジ
タ
ル
に
長

け
た
人
材
の
確
保
や
資
金
の
面
で
余
裕
の
少
な
い
中
小

企
業
か
ら
は
、「
D
X
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
づ
ら
い
」

と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

そ
こ
で
県
で
は
、
研
修
で
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
を
身
に

付
け
た
「
大
学
生
」
に
中
心
と
な
っ
て
も
ら
い
、
自
分

た
ち
よ
り
若
い
中
高
生
へ
の
指
導
・
育
成
を
し
な
が
ら
、

中
小
企
業
の
課
題
解
決
を
支
援
す
る
「
D
X
人
材
育
成

エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
そ
う
で
す
。

こ
の
取
り
組
み
の
ポ
イ
ン
ト
は
①
大
学
生
な
ら
で
は

の
感
性
で
、
デ
ジ
タ
ル
の
使
い
方
を
中
高
生
に
教
え
な

が
ら
共
に
学
ぶ
。
そ
し
て
中
高
生
が
進
学
し
て
大
学
生

に
な
っ
た
と
き
に
は
、
今
度
は
教
え
る
側
に
回
る
こ
と

②
大
学
生
な
ら
で
は
の
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
て
、
中
小

企
業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
や
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
・

w
e
b
ツ
ー
ル
の
活
用
な
ど
、
各
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
た
課
題
解
決
を
支
援
す
る
こ
と
―
の
二
つ
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、「
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
」
と
「
中
小

企
業
の
D
X
支
援
」
の
両
方
を
う
ま
く
進
め
て
い
こ
う

と
い
う
山
梨
独
自
の
先
進
的
な
取
り
組
み
だ
そ
う
で
す
。

私
た
ち
大
学
生
に
と
っ
て
も
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
習

得
や
企
業
の
課
題
解
決
の
経
験
は
、
自
分
自
身
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
や
就
職
活
動
時
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
に
つ

な
が
る
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

今
後
、こ
の
取
り
組
み
で
D
X
が
社
会
に
浸
透
し
て
、

企
業
も
人
も
成
長
し
な
が
ら
山
梨
が
発
展
し
て
い
く
。

そ
ん
な
未
来
を
私
た
ち
も
一
緒
に
つ
く
っ
て
い
き
た
い

で
す
。

私が説明させて
いただきました !

【問い合わせ先】DX・情報政策推進統括官   TEL 055-223-1416  FAX 055-223-1421

～DX人材育成エコシステム～

大学生が主役となってDXを進める
取り組みが始まるらしい？

DX・情報政策推進統括官

副主査島村 定春さん

　県民や事業者の皆さんが日常生活や
仕事でデジタル技術を「普段使い」でき
るようにＤＸを推進しています。DXを知っ
て学ぶための研修のほか、オープンデー
タの利活用推進、情報通信基盤の整備
など、さまざまな施策を展開していきます。

CHECK !

DXとは、デジタルトランスフォーメーション（デジタル変革）
の略。デジタル技術の浸透によって、人々の生活やビジネス
があらゆる面で良い方向に変化することを意味します。
　県では、県民の皆さんにDXを身近に感じていただくため、
「DX信玄くん」の動画を順次公開していきます。
もしも武田信玄公が戦国時代にDXを活用したら
どんな感じになるのかを楽しく紹介しています。ぜ
ひご覧ください！

「DX」（ディーエックス）とは？

わたしたちが
レポートを
作成しました！
レポートを
作成しました！

2年石井 陽菜さん3年遠藤 美湖さん

山梨県立大学 国際政策学部
国際コミュニケーション学科

私たち大学生が主役なんですね。わく
わくします。

全ての県民を対象にした「DXマインド醸
成研修」がすでに始まっています。これか
らは大学生の皆さんにDXの指導役とし
て活躍していただく人材育成事業も始
まります。

はい、県民の皆さんがデジタル技術を普
段使いできることを目指しています。

県民生活を豊かにするために、県民総
DXを目指す取り組みが始まっているそう
ですね。

そのためにどんなことをしていくんですか？
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ろ
ん
彼
ら
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
知
り
ま
せ
ん
。
で
す
が
、

彼
ら
の
好
奇
心
に
満
ち
溢
れ
た
姿
を
見
て
、
難
し
い
勉
強
を

し
な
く
て
も
、
も
っ
と
簡
単
に
誰
も
が
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
使

え
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
開
発
し
た
の

が
ス
ク
ー
ミ
ー
ボ
ー
ド
で
す
」

　「
ス
ク
ー
ミ
ー
ボ
ー
ド
は
単
4
電
池
1
本
で
動
く
小
さ
な
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
す
。Ｕ
Ｓ
Ｂ
で
パ
ソ
コ
ン
と
接
続
し
、
難
し

い
コ
ー
ド
を
使
わ
ず
指
令
を
入
力
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
セ
ン
サ
ー
や
ラ
イ
ト
な
ど
の
機
能
を
付
け
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。離
れ
た
畑
の
温
度
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
確
認
し
た
り
、

手
を
消
毒
せ
ず
に
入
室
し
た
ら
警
告
音
が
鳴
っ
た
り
す
る
シ
ス

テ
ム
を
開
発
で
き
る
な
ど
、
活
用
法
は
無
限
大
で
す
。
デ
ジ
タ

ル
技
術
の
専
門
知
識
が
な
く
て
も
、
誰
で
も
身
近
な
困
り
事
を

解
決
す
る
ツ
ー
ル
を
開
発
で
き
る
点
が
特
徴
で
す
。
私
た
ち
は

こ
れ
を
「
ｅ（
e
l
e
c
t
r
i
c
a
l
）Ｄ
Ｉ
Ｙ（
日
曜
大
工
）」

と
名
付
け
ま
し
た
。

　
最
近
は
学
校
現
場
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
授
業
を
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
は
ボ
ー
ド
の
使
い
方
だ
け
で
な
く
、
暮
ら
し
の
中

で
身
近
な
課
題
を
見
つ
け
出
し
解
決
策
を
考
え
る
プ
ロ
セ
ス

や
、
社
会
と
関
わ
り
を
持
つ
大
切
さ
も
教
え
て
い
ま
す
」

　
こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
「
ｅ
Ｄ
Ｉ
Ｙ
」
を
世
界
へ
広
げ
、

山
梨
の
企
業
と
し
て
地
元
に
も
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
語
る
塩

島
さ
ん
。
最
後
に
若
者
に
向
け
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　「『
何
か
を
自
分
で
生
み
出
す
』
と
い
う
こ
と
に
貪
欲
で
あ
っ

て
く
だ
さ
い
。
そ
こ
に
価
値
が
あ
り
、
楽
し
さ
も
あ
る
こ
と
を

感
じ
て
ほ
し
い
で
す
。
皆
さ
ん
は
今
、
何
を
生
み
出
そ
う
と
し

て
い
ま
す
か
？
」

　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
精
通
し
て
い
な
く
て
も
、
欲
し
い
モ

ノ
を
自
分
で
つ
く
れ
る
時
代
を
創
り
た
い
。
そ
ん
な
思
い
か

ら
生
ま
れ
た
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー「
ス
ク
ー

ミ
ー
ボ
ー
ド
」。
塾
講
師
で
活
躍
し
た
塩
島
さ
ん
が
、Ｉ
Ｔ
企

業
を
立
ち
上
げ
ス
ク
ー
ミ
ー
ボ
ー
ド
を
開
発
し
た
背
景
に
は
、

教
育
者
と
し
て
生
徒
た
ち
と
向
き
合
う
中
で
の
「
気
付
き
」

が
あ
り
ま
し
た
。

　「
人
に
何
か
を
教
え
る
こ
と
が
好
き
で
塾
講
師
に
な
り
ま
し

た
が
、
単
に
暗
記
さ
せ
る
の
で
は
な
く
原
理
な
ど
も
教
え
て

い
く
指
導
法
を
実
践
す
る
た
め
、
自
ら
塾
を
立
ち
上
げ
る
こ

と
を
決
め
ま
し
た
」

　
塾
を
運
営
し
て
い
く
中
で
、
学
校
の
勉
強
が
社
会
の
中
で

生
か
さ
れ
て
い
な
い
と
感
じ
た
塩
島
さ
ん
。

　「
高
校
生
の
う
ち
か
ら
社
会
と
の
関
わ
り
を
持
っ
て
お
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
イ
ベ
ン
ト
を
生
徒
自

ら
が
企
画
し
開
催
す
る
な
ど
、
社
会
と
つ
な
が
る
取
り
組
み

を
授
業
の
一
環
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
開
催
ま
で
の
道
の

り
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
つ
一
つ
の
課
題
を
見
つ

け
解
決
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
体
感
し
て
ほ
し
か
っ
た
の
で
す
」

　
こ
う
し
た
課
題
解
決
型
の
授
業
を
行
う
中
で
、
工
学
系
の

大
学
を
目
指
す
生
徒
の
た
め
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
授
業
を

実
施
す
る
こ
と
に
し
た
と
い
い
ま
す
。

　「
私
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
経
験
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

友
達
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
協
力
し
て
も
ら
い
、
ま
ず
は
『
草
刈

り
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
っ
て
み
よ
う
！
』
と
い
っ
た
実
践
的
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
す
る
と
、
楽
し
ん
で
学
ぶ
高
校
生
の
姿
を
見
た
彼
ら
の
兄

弟
、
特
に
小
学
生
が
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
の
で
す
。
も
ち

次へとつなぐ
若き先駆者たち
［ネクスト］

市川三郷町出身。
株式会社スクーミー代表取締役CEO。
学習塾の経営を経て、2020年に株
式会社スクーミーを設立し、手のひ
らサイズのコンピューター「スクー
ミーボード」を開発。

塩島  諒輔さん

塩島　 諒輔R Y O S U K E
S H I O J I M A

「スクーミーボード」を使って
誰もが欲しいモノを自分で生み出す
「eDIY」という世界観を広げたい!
株式会社スクーミー代表取締役CEO

も
っ
と
簡
単
に
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
使
っ
て

や
り
た
い
コ
ト
・
つ
く
り
た
い
モ
ノ
を
カ
タ
チ
に

生
活
を
便
利
に
す
る「
ｅ
Ｄ
Ｉ
Ｙ
」を
世
界
へ

5センチ四方の手のひらサイズの
コンピューター「スクーミーボード」

高校の授業でスクーミーボードを活用プログラミングはコードを使わず
視覚的に設定できる

スクーミーボードの
活用事例

● 高齢者の転倒を音で知らせる装置
● 本棚が整理されていないときに通知する装置
● 消毒液の自動噴霧装置
● 畑の温度を測定する装置
● 間伐の要否を判断するため林の中の明るさを検知する装置
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ここから下の段は広告です。広告の内容については、広告主にお問い合わせください。ここから下の段は広告です。広告の内容については、広告主にお問い合わせください。

野
口

　五
合
目
は
電
気
と
水
が
な
い
の
で
、
ト

イ
レ
や
ゴ
ミ
の
問
題
な
ど
衛
生
的
に
も
ひ
ど
い

状
態
で
す
。
こ
れ
は
改
善
さ
れ
ま
す
か
？

知
事

　登
山
鉄
道
構
想
を
具
現
化
す
る
と
き

に
、
軌
道
を
つ
く
る
の
と
一
緒
に
、
電
気
や
水

な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
も
整
備
す
る
つ
も
り
で
す
。

対
談
を
見
守
っ
て
い
た
県
職
員
が
、

登
山
鉄
道
構
想
を
説
明
す
る
資
料
を

2
人
の
間
に
置
く
と
、
野
口
さ
ん
は

勢
い
よ
く
ペ
ー
ジ
を
め
く
り
始
め
た
…

知
事

　野
口
さ
ん
の
著
書
『
世
界
遺
産
に
さ
れ

て
富
士
山
は
泣
い
て
い
る
』（
2
0
1
4
年
6

月
出
版
）
を
読
ん
だ
の
で
す
が
、
大
変
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
ま
し
た
…
…
。

野
口

　多
く
の
日
本
人
は
〝
富
士
山
は
1
0
0

点
満
点
の
山
だ
か
ら
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
〞

と
思
っ
て
い
る
。
で
も
、
本
当
は
条
件
が
つ
い

た
上
で
の
登
録
で
、
出
さ
れ
た
宿
題
を
ク
リ
ア

し
な
け
れ
ば
取
り
消
し
に
な
る
ん
だ
と
い
う
こ

と
を
本
に
書
い
て
伝
え
た
か
っ
た
ん
で
す
。
そ

の
こ
と
を
行
政
も
メ
デ
ィ
ア
も
ち
ゃ
ん
と
伝
え

て
来
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

知
事

　ま
っ
た
く
耳
の
痛
い
お
話
で
…
…
。

2
0
1
3
年
、
富
士
山
が
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
際
、
イ
コ
モ
ス
（
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺

産
委
員
会
の
諮
問
機
関 
）
は
今
後
解
決
す
べ

き
課
題
と
し
て
〝
三
つ
の
宿
題
〞
を
出
し
た
。

そ
の
三
つ
と
は
、

● 

来
訪
者
数
の
増
加
に
よ
る

　オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
解
消

● 

観
光
大
型
バ
ス
な
ど
の
排
気
ガ
ス
に
よ
る

　環
境
問
題
の
改
善

● 

信
仰
の
場
で
あ
る
富
士
山
の
景
観
を

　ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
す
る

だ
っ
た
。

野
口

　世
界
的
に
有
名
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
登
山

家
が
、「
い
ろ
ん
な
国
の
山
を
登
っ
た
け
ど
、

富
士
山
が
い
ち
ば
ん
汚
か
っ
た
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
登
山
家
の
間
で
は
、
富
士
山
は
〝
汚

い
山
〞
の
代
名
詞
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

野
口

　僕
が
非
常
に
驚
い
た
の
は
、
長
崎
知
事

が
「
こ
の
ま
ま
で
は
富
士
山
は
危
機
遺
産
リ
ス

ト
に
入
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
」
と
発
言

し
た
こ
と
で
す
。
僕
は
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
ヒ
マ

ラ
ヤ
に
登
っ
て
い
る
と
き
に
ス
マ
ホ
で
見
て

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

知
事

　え
っ
、
ど
う
し
て
で
す
か
。

野
口

　だ
っ
て
、
富
士
山
の
世
界
遺
産
登
録
が

抹
消
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
話
は
タ

ブ
ー
中
の
タ
ブ
ー
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
僕
の
知

る
限
り
、
山
梨
県
の
知
事
で
そ
う
い
う
話
を
さ

れ
た
の
は
長
崎
さ
ん
が
初
め
て
で
す
よ
。
い
ま

ま
で
の
知
事
で
は
あ
り
え
な
い
発
言
！
（
笑
）

知
事

　世
界
文
化
遺
産
に
な
る
と
い
う
こ
と

は
、「
必
ず
三
つ
の
宿
題
を
解
消
し
ま
す
」
と

い
う
国
際
的
な
オ
ブ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
（
義
務
）

を
伴
う
も
の
で
す
。
そ
れ
な
の
に
、
何
も
や
ら

な
い
と
い
う
の
は
〝
公
約
違
反
〞
で
す
か
ら
、

な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
よ
ね
。

野
口

　僕
は
全
て
の
山
に
入
山
料
や
入
山
規

制
が
必
要
だ
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
富

士
山
は
特
殊
な
山
な
の
で
、
国
際
基
準
で
守
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う

か
。

知
事

　は
い
、
入
山
料
の
徴
収
と
入
山
規
制
は

本
格
的
に
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
特
に
弾

丸
登
山
な
ど
危
険
な
登
山
者
が
い
る
の
で
、
入

山
規
制
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

野
口

　ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
。

知
事

　入
山
規
制
な
ど
〝
す
ぐ
に
取
り
組
ま
な

い
と
い
け
な
い
対
策
〞
を
検
討
す
る
の
に
加
え

て
、い
ま
私
た
ち
は
「
富
士
山
登
山
鉄
道
構
想
」

を
提
案
し
て
い
ま
す
。
三
つ
の
宿
題
を
解
決
し
、

さ
ら
に
富
士
山
と
周
辺
地
域
の
価
値
を
上
げ
る

と
い
う
、
少
し
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
ア
イ

デ
ア
で
す
。

野
口

　も
ち
ろ
ん
知
っ
て
い
ま
す
。
僕
は
以
前
、

山
梨
県
と
は
別
の
組
織
で
、
登
山
鉄
道
を
検
討

す
る
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
ら
。
富
士
山
を
守
る
た
め
に
は
鉄
道

以
外
に
方
法
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

知
事

　え
っ
、
野
口
さ
ん
も
登
山
鉄
道
に
賛
成

な
ん
で
す
か
？

野
口

　は
い
。
道
路
に
車
両
を
通
し
た
ま
ま
で

は
、
入
山
料
を
取
っ
て
も
来
訪
者
を
制
限
で
き

な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
で
も
登
山
鉄
道
な
ら

列
車
の
本
数
に
よ
っ
て
来
訪
者
数
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
る
。

知
事

　そ
う
な
ん
で
す
。
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
を
車

が
通
ら
な
く
な
れ
ば
五
合
目
に
あ
る
広
大
な
駐

車
場
も
必
要
な
い
の
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
埋

め
戻
し
て
、あ
る
べ
き
植
生
を
回
復
さ
せ
ま
す
。

こ
れ
で
、
景
観
問
題
も
解
決
で
き
ま
す
。

富
士
山
は
1
0
0
点
満
点
の

山
で
は
な
い

タ
ブ
ー
に
踏
み
込
ん
だ
知
事
発
言

い
よ
い
よ
登
山
鉄
道
構
想
の
話
に
…

知
事
室
の
空
気
が
少
し
緩
み
始
め
た

路面電車の軌道の下にケーブルを敷くなどしてインフラを整備する

五合目を空撮したイメージ。コンクリート部分に植物を戻す 世界的アルピニスト野口さん（左）

「
僕
は
以
前
か
ら
こ
れ
し
か
な
い
と
…
」   

「
え
っ
?
」

ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
野
口
健
氏
と
知
事
が
ガ
チ
対
談  

〜
富
士
山
登
山
鉄
道
構
想
〜

山
梨
県
は
昨
年
11
月
か
ら
、富
士
山
登
山
鉄
道
構
想
に
つ
い
て
地
元
へ
の
説
明
会
を
始
め
た
。

賛
否
両
論
が
渦
巻
く
中
、や
ま
な
し 

i
n  

d
e
p
t
h
編
集
部
は
、世
界
の
山
を
知
り
尽
く
す

野
口
健
さ
ん
と
長
崎
幸
太
郎
・
山
梨
県
知
事
の
対
談
を
企
画
し
た
。1
時
間
を
超
え
た
議
論
の
行
方
は
―
―
。

や
ま
な
し 

i
n 

d
e
p
t
h
か
ら
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
で
お
届
け
し
ま
す
。

続きはこちらから

やまなし in depth
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リスキリングの拠点「やまなしキャリ
アアップ・ユニバーシティ」が開講しま
した。詳しくはP8をご覧ください。

【巻頭】
令和6年度当初予算 県民生活の強靱化を強力に推進
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S P R I N G

●応募先
山梨県広聴広報グループ
「ふれあい読者プレゼント」係
〒400-8501甲府市丸の内1-6-1
［応募フォームはこちら］https://forms.office.com/r/6CFYdkLG83

ここから下の段は広告です。広告の内容については、広告主にお問い合わせください。

●アンケート
問1：今号の中で最も関心を持った内容とその理由は?
問2：あなたにとって「豊かさ」とは何ですか?
※いただいたご意見の一部を紹介させていただくことがあります。

●締め切り
4月30日（火）（当日消印有効）
賞品の発送をもって、当選発表に代えさせていただきます。個人情報は
賞品の発送のほか、県からのお知らせなどのために、使用させていただ
くことがあります。

次の①～⑤とアンケートにご回答ください。応募は「はがき」ま
たは「応募フォーム」でお願いします。
①郵便番号 ②住所 ③氏名 ④年齢 ⑤電話番号

アンケートに答えて応募しよう!

「おいしい未来へ  やまなし」については、
県ホームページをご覧ください。

「カリカリうめ（1袋）」抽選で10名の方に！
おいしい未来へ  やまなし

スマートフォンで「ふれあい」をもっと身近に

スマートフォン専用サイト
「ふれあい」の誌面をスマートフォン専用の
ウェブサイトでもご覧いただけます。言語切
り替えが可能で、ページが縦と横にスク
ロール表示されるので、スマートフォンで読
みやすくなっています。

「ふれあい」の誌面をパソコン、スマートフォン、タブレットでそのまま
ご覧いただけます。

《FUREAI》 杂志的电子版可以在智能手机或者平板电脑客户端阅览。

〈中国語・簡〉

You can now read pages from Fureai directly on your
smartphone,tablet, and other devices.〈英語〉

多言語翻訳や音声読み上げに対応したデジタルブック

カタログポケット

県ホームページ FacebookLINE X（旧Twitter） YouTube 広報番組

県政情報発信中！

商品提供：みさき食品

ハイクオリティやまなしやまなし in depth

や
ま
な
し
の
県
有
林
は
、森
林
管
理

認
証
を
取
得
し
、世
界
的
な
基
準
で

豊
か
な
森
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和

6 年
4 月

1 日 （
季
刊
）山
梨
県
広
聴
広
報
グ
ル
ー
プ
発
行

〒
400 -8501 甲

府
市
丸
の
内

1 -6
-1 

TEL 055 -223 -1339  FAX 055 -223 -1525

や
ま
な
し
森
の
印
刷
紙

こ
の
印
刷
紙
に
は
、FSC

◯ R森
林
管
理

認
証
を
取
得
し
た
山
梨
県
有
林
か
ら

の
木
材
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

80
SPRIN

G｜
V

o
l.




